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特集
これからの地域交通と観光
　公共交通の維持・活性化へ向けた取り組み事例3

第237号 April 2018

永平寺参ろーどにおける
自動運転への取り組み
～地域を守りながら産業と観光を振興

事例1
［京丹後市］

●P.14

事例2
［男鹿市］

●P.18

事例3
［岐阜市］

●P.20

事例6
［永平寺町］

●P.29

3 公共交通の
維持・活性化へ向けた
取り組み事例

事例4
［明知鉄道］

●P.23

事例5
［高山市］

●P.26

　ここでは、過疎化や財政赤字などの課題を抱えた地域が、公共交通の維持や活性化に向けて進めている先駆的
な取り組み事例を取り上げた。ICTを用いた公共交通空白地有償運送（京丹後市）、観光スポットを運行するデマン
ド型乗合タクシー（男鹿市）、BRTを軸とした交通網再編（岐阜市）、地域と連携した食堂車事業（明

あけ

知
ち

鉄道）、高速
バス路線での貨客混載事業（高山市）、国や企業と連携した自動運転の社会実験（永平寺町）の６つである。

高速バスで
地域産品を東京市場へ
～高山市の貨客混載への取り組み

事例1～5　観光経済研究部長・主席研究員  塩谷 英生
事例6　永平寺町総務課  伊藤 聡一

地産地消の食堂車事業で
ローカル線を活性化
～明知鉄道の取り組み

岐阜市における
ＢＲＴを幹線としたバス路線の
再編と観光への取り組み

男鹿半島「なまはげシャトル」
～地域の協議会が相乗りタクシーを運行

ＩＣＴを活用して公共交通の空白を埋める
 ～京丹後市丹後町の「ささえ合い交通」
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少
子
高
齢
化
が
進
む
過
疎
地
に
お
い
て

は
、
バ
ス
路
線
や
タ
ク
シ
ー
事
業
を
維
持
す

る
こ
と
が
次
第
に
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
を
補
う
た
め
に
、
道
路
運
送
法
で
は
、

交
通
事
業
者
以
外
が
行
う
「
自
家
用
有
償
旅

客
運
送
」
を
、
自
治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
対
し

て
認
め
て
お
り
、
前
者
は
「
市
町
村
運
営
有

償
運
送
」、
後
者
は
「
公
共
交
通
空
白
地
有
償

運
送
」（
注
１
）
と
呼
ば
れ
る（
注
２
）。

　

元
々
「
過
疎
地
有
償
運
送
」
と
い
っ
て
地

域
住
民
を
中
心
と
し
た
旅
客
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
人
し
か
利
用
で
き
な
い
制
度
だ
っ
た

が
、
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
４
月
に
「
公

共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
」
へ
と
一
部
法
改

正
さ
れ
、
非
営
利
で
あ
れ
ば
法
人
格
の
な
い

組
織（
自
治
会
や
観
光
関
連
の
協
議
会
な
ど
）

で
も
実
施
で
き
、
市
町
村
長
が
認
め
れ
ば
地

域
外
か
ら
の
訪
問
客
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
京
丹
後
市
に
取
材
し
、
日
本

で
初
め
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（In

form
ation

 and
 

C
om

m
u
n
ication

 Tech
nolog

y

）
を
活

用
し
た
「
公
共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
」
で

あ
る
「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
事
業
に
つ
い
て
観

光
利
用
の
実
態
を
含
め
て
紹
介
す
る
。

１
．京
丹
後
市
に
お
け
る

　
 

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

　

京
丹
後
市
は
２
０
０
４
年
（
平
成
16
年
）

４
月
に
６
町
の
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
。

２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）
10
月
の
人
口
は

５
・
６
万
人
（
京
丹
後
市
住
民
基
本
台
帳
）で
、

こ
れ
は
誕
生
時
の
人
口
６
・
６
万
人
か
ら
１
万

人
減
少
し
て
い
る
。
高
齢
化
率
は
２
０
１
５
年

で
35
・
３
％
と
全
国
平
均
の
26
・
６
％
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
。
旧
６
町
の
中
で
は
、
後

述
す
る
「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
を
実
施
し
て
い

る
旧
丹
後
町
地
区
が
40
・
６
％
と
最
も
高
い
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
京
丹
後
市
の
公
共

交
通
へ
の
取
り
組
み
は
、
合
併
に
よ
り
行
政

エ
リ
ア
が
広
域
化
す
る
中
、
首
長
の
意
向
の

も
と
住
民
福
祉
施
策
の
観
点
か
ら
積
極
的
に

進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

住
民
向
け
に
作
成
さ
れ
て
い

る
「
公
共
交
通
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

（
写
真
）
は
27
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
ボ

リ
ュ
ー
ム
で
、
鉄
道
、
路
線
バ
ス
、

Ｅ
Ｖ
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
さ
さ
え
合

い
交
通
、
タ
ク
シ
ー
、
広
域
周
遊

バ
ス
な
ど
に
つ
い
て
運
行
ダ
イ
ヤ

や
利
用
方
法
が
分
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

　

以
下
に
簡
単
に
一
連
の
利
用
促
進
施
策
に

つ
い
て
交
通
モ
ー
ド
ご
と
に
整
理
し
て
お
く
。

●
鉄
道
利
用
の
促
進

　

市
内
を
走
る
京
都
丹
後
鉄
道（
注
３
）
の

利
用
促
進
を
図
る
た
め
、「
高
齢
者
片
道

２
０
０
円
レ
ー
ル
」
を
２
０
１
１
（
平
成
23
）

年
度
か
ら
導
入
し
、
２
０
１
３
（
平
成
25
）

年
度
か
ら
は
購
入
可
能
な
自
治
体
を
宮
津

市
、
伊
根
町
、
与
謝
野
町
を
加
え
た
２
市
２

町
に
広
げ
た
。
利
用
者
数
は
２
０
１
６
年

度
（
平
成
28
年
度
）
で
４
・
４
万
人
に
上
る
。

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
度
か
ら
は
片
道
だ

け
の
利
用
を
可
能
と
し
て
、
利
便
性
を
高
め

て
い
る
。
駅
舎
の
整
備
も
、
ト
イ
レ
の
洋
式

化
な
ど
を
順
次
進
め
て
い
る
。

●
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進

　

本
稿
の
主
題
で
は
な
い
が
、
京
丹
後
市
の

「
上
限
２
０
０
円
バ
ス
」
は
誘
客
の
成
功
事
例

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
こ

の
事
業
は
、
２
０
０
６
年
（
平
成
18
年
）
10
月

に
実
証
運
行
が
始
め
ら
れ
、２
０
１
０
年
（
平

成
22
年
）10
月
か
ら
本
運
行
に
移
行
し
た
が
、

利
用
者
数
は
実
証
運
行
前
の
17
・
４
万
人
か

ら
２
０
１
６
年
度
（
平
成
28
年
度
）
に
は
43
・

５
万
人
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

京
丹
後
市

事
例

1
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
公
共
交
通
の
空
白
を
埋
め
る

〜
京
丹
後
市
丹
後
町
の
「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
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これからの地域交通と観光
　公共交通の維持・活性化へ向けた取り組み事例3

第237号 April 2018

　

こ
の
施
策
が
実
現
し
た
背
景
に
は

「
７
０
０
円
で
2
人
の
利
用
よ
り
、
２
０
０
円

で
７
人
の
利
用
を
」
と
い
う
市
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
単
に
運
賃
を
下
げ

る
だ
け
で
な
く
、
利
用
促
進
策
と
し
て
、
路

線
の
延
伸
や
停
留
所
の
増
設
、
車
内
や
市
役

所
窓
口
で
の
回
数
券
販
売
、「
公
共
交
通
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
の
発
行
や
出
前
講
座
の
実
施
な

ど
に
よ
る
周
知
活
動
、
事
業
者
の
マ
ナ
ー
・

サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
取
り
組
み
な
ど
も
並
行

し
て
進
め
ら
れ
た
。

●
市
営
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行

　

市
営
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
２
路
線
が
、
交
通

空
白
地
で
あ
っ
た
丹
後
町
地
区
で
２
０
１
４

年
（
平
成
26
年
）
７
月
に
運
行
を
開
始
し
て

い
る
。
丹
後
町
に
は
タ
ク
シ
ー
事
業
者
や
貸

切
バ
ス
事
業
者
が
い
な
い
た
め
、
地
元
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
気
張
る
！
ふ
る
さ
と
丹
後
町
」

が
運
行
を
委
託
さ
れ
て
い
る
。
需
要
も
大
き

く
な
い
こ
と
か
ら
、
車
両
１
台
で
東
西
に
分

割
さ
れ
た
２
路
線
を
一
日
お
き
に
交
互
に
運

行
し
て
お
り
、
運
行
時
間
は
８
時
か
ら
17
時

に
限
ら
れ
る
。
ま
た
、
利
用
予
約
は
前
日
17

時
ま
で
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
電
話
予
約
を

８
時
半
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
受
け
付
け
て
お

り
、マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
な
仕
組
み
に
も
な
っ

て
い
る
。

●
Ｅ
Ｖ（
電
気
自
動
車
）乗
合
タ
ク
シ
ー

　

タ
ク
シ
ー
事
業
者
も
市
営
デ
マ
ン
ド
バ

ス
も
な
か
っ
た
公
共
交
通
空
白
地
で
あ
っ

た
網
野
町
お
よ
び
久
美
浜
町
の
２
地
区
で
、

２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
10
月
に
運
行
を

開
始
し
た
。
民
間
事
業
者
に
よ
る
電
気
自
動

車
を
利
用
し
た
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
支

援
す
る
事
業
で
あ
り
、
市
が
タ
ク
シ
ー
を
復

活
さ
せ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
地
方
創
生
の
交
付
金
を
活
用
し

た
運
行
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
持
続
可
能

性
が
課
題
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｖ
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
旅
客
の
輸
送
に

限
ら
ず
、
全
国
初
の
試
み
と
し
て
小
荷
物
輸

送
も
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
貨
客
混

載
）。
ま
た
、
買
い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も

認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
利
用
実
績
は
少
な
い
。

市
で
は
、
商
品
を
自
分
で
確
か
め
な
が
ら
買

い
物
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
人
が
多
い
の
で

は
と
見
て
い
る
。

２
．「さ
さ
え
合
い
交
通
」の
導
入
と

　

 

制
度
の
概
要

●
制
度
導
入
の
経
緯

　

丹
後
町
地
区
で
運
行
さ
れ
て
い
る
市
営
デ

マ
ン
ド
バ
ス
は
、
前
日
予
約
が
必
要
で
、
運
行

曜
日
や
時
間
帯
、
運
行
路
線
も
限
定
さ
れ
る

な
ど
、
利
用
者
に
と
っ
て
「
い
つ
で
も
」「
ど

こ
で
も
」
と
い
っ
た
利
便
性
の
制
約
が
大
き

い
。
ま
た
、
受
託
事
業
者
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
と
っ
て
も
電
話
予
約
へ
の
対
応
な
ど
負

担
感
が
大
き
く
、
今
後
車
両
数
を
増
や
す
こ

と
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
消
す
る
た
め
、
過
疎

地
な
ど
に
自
家
用
車
を
利
用
し
た
旅
客
輸
送

を
認
め
る
「
公
共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
」

を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
て
実
施
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
１
月
に

「
京
丹
後
市
地
域
公
共
交
通
会
議
」
で
承
認

さ
れ
、
運
行
開
始
は
同
年
５
月
で
あ
る
。

●
制
度
の
概
要

　
「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
運
行
の
概
要
は
以
下

の
よ
う
で
あ
る
。

運行の概要

運⾏主体 NPO法⼈ 気張る！ふるさと丹後町

運⾏区域
乗⾞は丹後町のみ、降⾞は京丹後市全体（旧6町が合併して
京丹後市になった）

運賃
最初の1.5kmまで480円、以遠は120円/kmを加算（概ねタク
シー料⾦の半額）

⽀払⽅法
当初は「クレジットカード⽀払い」。2016年12⽉から利用時に
現⾦⽀払いも可能

運⾏時間 午前8時〜午後8時（年中無休）

配⾞⽅法

スマートフォンでUber（ウーバー）のアプリを使って即時配⾞
（事前予約は不可）

2016年9⽉から代理サポーターが利用者に代わって配⾞する
ことも可能

ドライバー 地元住⺠（18名、ボランティア）

⾞両 ドライバーが所有する⾃家用⾞（マイカー）を利用

認可標⽰ 各⾞両の側⾯に認可標識を標⽰

利用者 丹後町住⺠、観光客等来訪者

資料：NPO法人 気張る！ふるさと丹後町ホームページ（2018年2月現在）
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●
安
全
・
安
心
の
た
め
に

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
気
張
る
！
ふ
る
さ
と
丹
後

町
で
は
、「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
の
安
全
運
行

に
万
全
を
期
す
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
お
よ
び

運
行
管
理
者
が
守
る
べ
き
「
心
得
」
を
「
ド
ラ

イ
バ
ー
憲
法
十
七
条（
注
４
）」
に
定
め
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
周
知
し
て
い
る
。
安
全
運
行
の

た
め
に
毎
朝
、
運
行
管
理
者
ま
た
は
代
行
者

が
、
当
日
運
行
す
る
予
定
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に

直
接
対
面
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
や

健
康
状
態
の
確
認
を
行
う
。
運
行
管
理
者
と

代
行
者
は
３
人
い
て
、
比
較
的
町
内
に
分
散

し
て
い
る
の
で
、
各
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
感

は
少
な
い
と
い
う
。

　

ま
た
、
事
故
な
ど
万
一
の
事
態
に
備
え
て

全
車
両
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置
し

て
い
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
は
、
所
有
の

自
家
用
車
に
つ
い
て
半
年
に
１
回
、
業
者
に

よ
る
定
期
点
検
を
行
い
、「
自
動
車
点
検
整

備
結
果
報
告
書
」
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
提
出
す
る
こ

と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

　

利
用
者
の
安
心
の
た
め
、
車
の
側
面
に
は

運
輸
局
登
録
の
有
償
運
送
車
両
で
あ
る
こ

と
を
示
す
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
、
車
内
に

は
運
転
者
証
と
運
賃
表
を
掲
示
し
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
着
用
を
義
務
づ

け
て
い
る
。

●
ド
ラ
イ
バ
ー
の
特
徴

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
18
人
で
、
多
く
は
仕
事
を

退
職
し
て
時
間
が
あ
る
60
歳
以
上
の
人
で
あ

る
。
一
部
に
日
中
自
由
が
利
く
40
代
の
人
も

い
る
。
利
用
車
両
は
マ
イ
カ
ー
で
あ
り
、
軽

自
動
車
か
ら
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
ま
で
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
利
用
者
が
車
種
を
指
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

常
に
18
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
動
い
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
は
数
人
が
動
け
る

状
態
を
作
り
出
し
て
い
る
。
基
本
的
に
余
裕

が
あ
る
時
間
を
有
効
に
活
用
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
制
度
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て

い
る
。

　

業
務
内
容
も
、
行
き
先
が
京
丹
後
市
内
だ

け
な
の
で
、
道
を
迷
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な

い
。
普
通
の
運
転
が
苦
に
な
ら
な
い
人
で
あ

れ
ば
誰
で
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
条
件
と
し
て
、
二
種
免
許
が
あ
る
か
、一
種

免
許
で
あ
れ
ば
国
土
交
通
大
臣
認
定
の
一
日

講
習
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
報
酬
は
、
運
賃
の
ほ
と

ん
ど
が
ド
ラ
イ
バ
ー
の
も
の
に
な
り
、一
部
が

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
シ
ス
テ
ム
会
社
に
分
配
さ
れ
る
。

割
合
は
非
公
表
と
な
っ
て
い
る
（
海
外
事
例

で
は
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
手
数
料
率
は
20
％
程
度
）。

た
だ
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
地
域
貢
献
へ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
目
的
で
参
加
し
て
い
る

人
が
多
い
。
家
計
へ
の
貢
献
と
い
う
意
識
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。

３
．観
光
利
用
の
状
況
と

　

 

導
入
の
メ
リ
ッ
ト

●
観
光
利
用
の
実
態

　
「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
は
毎
月
平
均
60
回

以
上
の
乗
車
が
あ
る
と
さ
れ
る（
注
５
）。
利

用
者
の
統
計
情
報
は
な
い
が
、
８
割
程
度
が

地
域
住
民
で
、
残
り
２
割
程
度
が
視
察
な
ど

を
含
め
た
観
光
客
（
丹
後
町
外
か
ら
の
来
訪

客
）
と
見
ら
れ
る
。

　

現
状
で
は
、
丹
後
町
地
区
か
ら
し
か
乗
車

で
き
な
い
た
め
（
降
車
は
京
丹
後
市
全
体
）、

京
都
丹
後
鉄
道
の
駅
か
ら
乗
車
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
観
光
客
は
宿
泊
後

に
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
一
部
の
旅
館

車の側面の登録標識 遠回りして海沿いの眺望スポットを巡ってくれた

ドライバーは高齢の方だが、スマートフォンを器用に操る
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で
は
、
宿
泊
施
設
の
部
屋
に
チ
ラ
シ
を
置
い

て
宿
泊
客
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
人

向
け
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
へ
の
海
外
セ
ー

ル
ス
に
お
い
て
「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
を
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　

観
光
利
用
で
は
、
宿
泊
施
設
か
ら
景
色
の

良
い
と
こ
ろ
を
巡
り
な
が
ら
、
目
的
地
ま
で

行
く
こ
と
が
あ
る
。
運
賃
は
、
距
離
だ
け
で

計
算
さ
れ
る
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
っ
て

は
５
分
く
ら
い
景
色
の
良
い
と
こ
ろ
で
写
真

を
撮
る
時
間
を
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、

観
光
客
に
と
っ
て
は
満
足
度
が
高
い
。

　

観
光
客
に
占
め
る
外
国
人
客
の
割
合
は
分

か
ら
な
い
が
、「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
の
最
初

の
乗
客
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
だ
っ
た
。
Ｕ
ｂ

ｅ
ｒ
の
ア
プ
リ
を
使
え
ば
、
自
国
の
言
語
を

利
用
で
き
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
日
本
語
で
画
面

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
言
葉
の
壁
が
少

な
い
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
で
ド
ラ
イ

バ
ー
の
情
報
や
車
の
移
動
状
況
が
確
認
で
き

る
点
も
安
心
感
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
外

国
人
に
と
っ
て
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
決

済
が
で
き
る
点
も
利
用
し
や
す
い
。

●
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
導
入
の
運
営
上
の
メ
リ
ッ
ト

　

Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
う
と
手
数
料

が
か
か
る
が
、
ア
プ
リ
の
利
用
は
無
料
で
あ

り
、
初
期
費
用
が
か
か
ら
な
い
点
が
メ
リ
ッ

ト
と
言
え
る
。
大
規
模
な
需
要
は
な
い
地
域

で
あ
り
、
車
が
走
っ
て
い
な
い
時
に
損
を
し

な
い
よ
う
な
固
定
費
の
か
か
ら
な
い
仕
組
み

が
重
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
前
記
の
よ
う
に
予

約
制
の
市
営
デ
マ
ン
ド
バ
ス
で
は
電
話
受
付

が
大
き
な
人
的
負
担
と
な
っ
て
い
た
点
を
ア

プ
リ
配
車
に
よ
っ
て
解
消
で
き
て
い
る
。
何

よ
り
運
転
手
や
車
両
に
つ
い
て
、
住
民
と
マ

イ
カ
ー
と
い
う
地
域
の
資
産
を
有
効
に
活
用

で
き
る
点
は
重
要
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
導
入
初
期
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
の
設
置
、
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
な

ど
に
つ
い
て
は
、
京
丹
後
市
が
既
存
の
補
助

制
度
に
よ
り
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

京
丹
後
市
は
間た

い
ざ人
が
に
な
ど
の
美
食
観

光
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
丹
後
町
に
は
路
線

バ
ス
が
１
時
間
に
１
本
あ
る
だ
け
だ
っ
た
が
、

「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
の
導
入
に
よ
り
、
よ
り

気
軽
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

４
．「
さ
さ
え
合
い
交
通
」制
度
の

改
善
と
今
後
の
課
題

●
制
度
の
改
善

　

京
丹
後
市
内
で
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

を
使
え
る
店
が
少
な
く
、
電
子
決
済
（
Ｅ
ｄ

ｙ
な
ど
）
も
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
る
状
況
で

あ
る
。
導
入
が
進
ま
な
い
理
由
と
し
て
は
、

手
数
料
の
問
題
が
大
き
い
と
見
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
中
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用

し
な
い
住
民
も
多
い
。
ま
た
、
現
時
点
で
は

高
齢
者
に
と
っ
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
利
用
す
る
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
は

高
い
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
代
理
サ

ポ
ー
タ
ー
が
利
用
者
に
代
わ
っ
て
配
車
す
る

こ
と
を
可
能
に
し
た
り
、
利
用
時
に
現
金
で

支
払
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
な
ど
、
柔
軟
な

制
度
改
善
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地

元
の
利
用
者
の
比
率
が
増
え
て
き
て
い
る
状

況
に
あ
る
。

●
今
後
へ
の
課
題

　

乗
車
は
丹
後
町
地
区
の
み
、
降
車
は
京
丹

後
市
全
体
と
い
う
仕
組
み
は
、
地
域
公
共
交

通
会
議
で
他
の
交
通
事
業
者
へ
の
配
慮
も

あ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
（
現
在
は
出
席
委

員
の
合
意
が
原
則
）。
し
か
し
、
行
き
と
帰
り

で
異
な
る
交
通
手
段
を
使
う
の
は
高
齢
者
に

は
難
し
い
面
が
あ
る
。
行
き
先
で
は
病
院
の

需
要
が
高
い
の
で
、「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
で 

町
外
病
院
へ
の
行
き
だ
け
で
な
く
帰
り
も
可

能
に
な
ら
な
い
か
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

ま
た
、「
上
限
２
０
０
円
バ
ス
」
が
安
い
の

で
、
そ
の
中
で
運
賃
の
割
高
感
を
ど
う
緩
和

す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
一
つ
の
方

策
と
し
て
＂相
乗
り
＂
を
利
用
者
に
勧
め
て

い
る
。

（
し
お
や　

ひ
で
お
）

（
注
１
） 

公
共
交
通
空
白
地
と
し
て
認
め
ら
れ
る
要
件
は
、

過
疎
地
域
や
交
通
不
便
地
域
に
お
い
て
、
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
な
ど
に
よ
る
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
量
が
、

地
域
住
民
の
需
要
量
に
対
し
て
十
分
に
提
供
さ
れ

て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
や
、
当
該
地
域
に

お
け
る
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
営
業
所
が
存
し
な
い
場

合
な
ど
で
あ
る
。

（
注
２
） 

他
に
医
療
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
「
福
祉

有
償
運
送
」
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

（
注
３
） 

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
株
式
会
社
が
鉄
道
施
設
を
保

有
し
、
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ 

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
株
式
会
社

が
運
行
（
上
下
分
離
方
式
）。
京
丹
後
市
内
を
宮
豊

線
が
走
る
（
宮
津
～
豊
岡
）。
市
内
に
京
丹
後
大
宮

～
久
美
浜
の
７
駅
が
所
在
す
る
。

（
注
４
） 

丹
後
町
間
人
（
た
い
ざ
）
が
聖
徳
太
子
の
母
＂間
人

皇
后
＂
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
に
ち
な
む
。

（
注
５
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

気
張
る
！
ふ
る
さ
と
丹
後
町
・
Ｕ

ｂ
ｅ
ｒ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会
社
２
０
１
７
年
（
平

成
29
年
）
５
月
26
日
付
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
記
載
。 京丹後市企画政策課の担当者
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て
い
る
。

　

相
乗
り
に
し
て
運
賃
を
通
常
の
タ
ク
シ
ー

よ
り
も
抑
え
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る

（
表
）。
た
だ
し
１
人
で
も
利
用
可
能
で
あ
り
、

利
用
者
か
ら
徴
収
し
た
運
賃
と
顧
客
単
価
に

差
額
が
発
生
し
た
場
合
は
、
協
議
会
が
負
担

金
を
拠
出
し
対
応
す
る
。

　

運
行
ル
ー
ト
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
み
で
あ

り
、
Ｊ
Ｒ
男
鹿
駅
を
中
心
に
２
０
１
８
年
度

（
平
成
30
年
度
）
は
「
な
ま
は
げ
便
」
と
「
西

海
岸
便
」
の
２
ル
ー
ト
が
男
鹿
線
の
発
着
に

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
に
協
議
会
の
企

画
の
も
と
「
な
ま
は
げ
シ
ャ
ト
ル
」
の
名
称
で

相
乗
り
タ
ク
シ
ー
の
運
行
が
開
始
さ
れ
た
。

【
事
業
の
概
要
】

　
「
な
ま
は
げ
シ
ャ
ト
ル
」
は
男
鹿
半
島
の
主

要
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
運
行
す
る
事
前
予
約
制

の
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
で
あ
る
。
協
議
会
の
会

員
が
運
営
し
て
お
り
、
予
約
受
付
は
（
一
社
）

男
鹿
市
観
光
協
会
、
運
行
は（
株
）
船
川
タ

ク
シ
ー
と
秋
田
観
光
バ
ス（
株
）
が
実
施
し

客
が
利
用
で
き
る
公
共
交
通
手
段
が
限
ら

れ
て
お
り
、
今
ま
で
多
く
の
観
光
客
は
車
や

定
期
観
光
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
に
定
期
観
光
バ

ス
が
廃
止
さ
れ
、
男
鹿
半
島
の
二
次
交
通
の

整
備
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
か
ら

男
鹿
市
内
の
観
光
事
業
者
の
民
間
団
体
、
県

や
市
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
が
男
鹿
半
島
の
二
次
ア
ク

セ
ス
を
考
え
る
検
討
会
を
開
催
し
、
新
た
な

二
次
交
通
と
し
て
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
が
案
と

し
て
挙
が
っ
た
。
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
は
、一
般

の
タ
ク
シ
ー
よ
り
も
価
格
が
抑
え
ら
れ
、
男

鹿
半
島
内
の
広
範
囲
に
及
ぶ
観
光
ス
ポ
ッ
ト

間
の
移
動
も
便
利
と
い
う
点
で
、
多
く
の
観

光
客
の
足
と
な
り
得
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

男
鹿
市
長
を
会
長
と
す
る
「
男
鹿
の
二
次
ア 

ク
セ
ス
整
備
推
進
協
議
会
」（
以
下
、「
協
議
会
」

と
い
う
）
を
立
ち
上
げ
、
相
乗
り
タ
ク
シ
ー

運
行
に
向
け
て
の
本
格
的
な
協
議
が
な
さ
れ

て
き
た
（
会
員
は
公
共
交
通
機
関
、
観
光
・

宿
泊
施
設
、観
光
団
体
、行
政
機
関
で
構
成
）。

　

廃
止
さ
れ
た
定
期
観
光
バ
ス
路
線
を
代

替
す
る
二
次
交
通
と
し
て
、
男
鹿
半
島
で
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
予
約
可
能
な
デ
マ
ン
ド

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
導
入
さ
れ
て
一
定
の
成

果
を
上
げ
て
い
る
。

【
導
入
の
経
緯
】

　

男
鹿
半
島
に
は
県
外
観
光
客
の
認
知
度

が
高
い
観
光
地
が
複
数
あ
る
が
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
が
分
散
し
て
い
る
の
に
加
え
、
観
光

男
鹿
市

事
例

2
男
鹿
半
島「
な
ま
は
げ
シ
ャ
ト
ル
」

〜
地
域
の
協
議
会
が
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
を
運
行

図1  運行ルート

入道崎
発着所／灯台前ロータリー前

男鹿温泉郷
発着所／男鹿温泉交流会館五風前（足湯そば）

真山なまはげエリア
発着所／なまはげ館前・真山神社前

なまはげ館・真山神社
男鹿真山伝承館

桜島
発着所／きららか前

門前・五社堂エリア
発着所／なまはげ立像前

男鹿駅
発着所／駅前観光案内所前

男鹿水族館GAO
発着所／水族館入口前

五社堂
門前民宿

なまはげシャトル専用スペース

資料：なまはげシャトルパンフレット（2017年上期版）
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合
わ
せ
て
設
定
さ
れ
て
い
る（
図
１
）。

　

予
約
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
電
話
、
男

鹿
温
泉
郷
の
各
施
設
で
受
け
付
け
て
い
る

（
電
話
は
前
日
17
時
ま
で
）。
な
お
、
男
鹿
温

泉
郷
の
宿
泊
者
に
は
、
前
日
21
時
ま
で
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
る
。
運
行
会
社
は
予

約
状
況
を
確
認
後
、
予
約
人
数
に
合
わ
せ
た

車
両
を
配
車
す
る
（
タ
ク
シ
ー
、
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ク
シ
ー
、
バ
ス
）。

　

事
業
が
安
定
す
る
ま
で
は
、
協
議
会
が
負

担
金
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
将
来

的
に
は
適
当
な
民
間
事
業
者
に
事
業
を
移
管

し
、
協
議
会
の
支
援
な
し
に
運
営
で
き
る
事

業
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

【
利
用
状
況
と
導
入
効
果
】

　

２
０
１
７
年
度
（
平
成
29
年
度
）
の
利
用

者
数
は
、
事
業
を
開
始
し
た
２
０
１
６
年
度

（
平
成
28
年
度
）
に
比
べ
て
増
え
て
お
り
、
夏

季
の
利
用
者
数
が
多
い（
図
２
）。
こ
れ
を
受

け
て
、２
０
１
８
年
度（
平
成
30
年
度
）も「
な

ま
は
げ
シ
ャ
ト
ル
」
事
業
を
継
続
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
収
益
を
考
え
る

と
ま
だ
補
助
金
が
な
い
と
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
客
層
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
の
観
光
利
用

が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。

【
今
後
の
課
題
】

　

運
営
資
金
の
確
保
の
た
め
に
、
利
用
者
の

増
加
、
採
算
性
に
配
慮
し
た
料
金
・
ダ
イ
ヤ

の
検
討
、
負
担
金
拠
出
事
業
者
の
確
保
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
利
用
者
増
加
に
向

け
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
環
境
の

整
備
は
１
つ
の
課
題
に
な
っ
て
お
り
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の
導
入
や
予
約
窓
口
の

多
言
語
対
応
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

協
議
会
メ
ン
バ
ー
の
本
川
博
人
氏
（
男
鹿

水
族
館
館
長
）
は
、「
２
次
ア
ク
セ
ス
を
整
備

す
る
と
い
う
視
点
で
な
く
、
男
鹿
半
島
の
観

光
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
何
が
必
要
な
の

か
と
常
に
考
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
語
っ
て
い
た
。

（
し
お
や　

ひ
で
お
）

表   利用料金表（2018年度版）

予約人数に合わせた車両を配車

図2   利用状況（2016・2017年度）

真山エリア 男鹿温泉 男鹿水族館GAO 入道崎

男鹿駅 1,000 1,500 1,500 2,500

真山エリア 1,000 1,000 1,500

男鹿温泉 1,000 1,500

男鹿水族館GAO 1,000

門前 桜島 男鹿水族館GAO

男鹿駅 1,500 1,500 1,500

門前 1,000 1,500

桜島 1,000

●なまはげ便 ●西海岸便

※未就学児無料、小学生半額
※運賃は乗車時にドライバーに現金で支払う。

資料：なまはげシャトルホームページ

900

800

700

600

500

400

300

200

100

0

出典：2017年度秋田県二次アクセス整備促進事業全県勉強会配付資料

（人）

4月　　　   5月　　　   6月　　　   7月　　　   8月　　　   9月　　　 10月　　　 11月　　　 12月　　　   1月　　　   2月　　　   3月

■2016　■2017
延べ利用者
　2016年度　3,502人
　2017年度　4,652人
　　　　　　　 +1,150人
※2017年度は12月までの数字
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岐
阜
市
に
お
け
る
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
幹
線
と
し
た
バ
ス
路
線
の

再
編
と
観
光
へ
の
取
り
組
み

岐
阜
市

事
例

3

　

Ｂ
Ｒ
Ｔ（Bus Rapid Transit
）
は
、
路
線

バ
ス
の
定
時
性
と
速
達
性
を
確
保
す
る
た
め

の
運
行
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
全
国
的
に
導
入

事
例
が
増
加
し
て
き
て
い
る（
表
）。

　

岐
阜
市
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
象
徴
的
な
車
両
で

あ
る
「
清
流
ラ
イ
ナ
ー
」
は
、
全
長
18
ｍ
の

メ
ル
セ
デ
ス
社
製
の
連
節
バ
ス
で
、
定
員
は

１
３
０
人
、
鮮
や
か
な
赤
色
の
ボ
デ
ィ
は
市

の
地
域
公
共
交
通
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
と

な
っ
て
い
る
。
連
節
バ
ス
の
導
入
は
首
都
圏

以
外
で
は
初
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在
の
保

有
台
数
は
４
両
（
２
編
成
）
で
あ
り
、
幹
線

ル
ー
ト
の
ほ
と
ん
ど
の
バ
ス
は
一
般
的
な
バ

ス
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。

　

清
流
ラ
イ
ナ
ー
の
運
行
ル
ー
ト
は
曜
日
に

よ
っ
て
異
な
る
。
平
日
の
「
岐
阜
大
学
・
病

院
線
」
な
ど
に
代
わ
り
、
土
日
祝
日
は
中
心

市
街
地
で
あ
る
柳
ヶ
瀬
、
観
光
拠
点
で
あ
る

岐
阜
公
園
、
長
良
川
、
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
で
あ

る
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
結
ぶ

市
内
ル
ー
プ
線
と
し
て
運
行
さ
れ
て
い
る
。

特
徴
的
な
外
観
を
持
ち
、
室
内
空
間
に
も
余

裕
が
あ
る
連
節
バ
ス
へ
の
観
光
客
の
評
価
は

高
く
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
客
な
ど
の
中
に
「
ま
た

利
用
し
た
い
」
と
の
声
が
多
い
と
い
う
。

　

岐
阜
市
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
は
、
専
用
路
線
を
確
保

し
た
も
の
で
は
な
く
、
青
色
に
カ
ラ
ー
舗
装

さ
れ
た
バ
ス
レ
ー
ン
を
用
い
て
い
る
。
連
節

バ
ス
用
の
停
車
ス
ペ
ー
ス
（
バ
ス
ベ
イ
）
も
確

保
し
た
他
、
バ
ス
停
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
化
、
サ

名称 運営主体 自治体名 運行地区（観光地名） 導入年月 特徴など プロジェクトの概要

南海りんかんバス 南海りんかんバス（株） 和歌山県高野町 高野山駅前〜女⼈堂
（高野山・女⼈堂） 1948年6⽉ 専用道

ケーブルカーで高野山駅下⾞すぐ、南海りんかんバスの始発停留所「高野山駅
前」から「女⼈堂」の手前まで、バス専用道に整備。全長は2.1㎞、乗⾞6分の道程。
林道を走るため眺めが良く、ひとつの観光スポットとして楽しめる。

京成バス 京成バス（株） 千葉県千葉市 幕張本郷駅〜海浜幕張駅 2010年2⽉ 連節バス
バスの利用客が多い千葉県の幕張新都心地区で連節バスを運⾏。京成バス

（株）は、一般路線バスの運⾏に連節バスを導入した初の会社で、また、連節バ
ス保有台数は日本一。

かしてつバス 関鉄グリーンバス（株） 茨城県石岡市・小
美玉市 石岡−高下〜四箇村駅 2010年8⽉ 専用道

国道355号の渋滞により定時性の確保が難しくなったこと等により、バス利用者
は大きく落ち込んだ。このため、鹿島鉄道跡地という既存ストックをバス専用
道として有効活用し、同時に旧鹿島鉄道と同等のサービスを⾏えるよう、バス
専用道を整備した。この開通により、沿線の⽅々の公共交通の利便性が大幅に
向上するとともに、茨城空港へのアクセス性や利便性の向上が図られていた。

清流ライナー 岐阜乗合⾃動⾞（株） 岐阜県岐阜市

【清流ライナー市内ループ線】
岐阜駅〜岐阜駅（柳ヶ瀬、岐
阜公園、ぎふ長良川鵜飼、岐
阜メモリアルセンター）

2011年3⽉ 連節バス
岐阜市型ＢＲＴの導入⽅針は以下となる。
1．ＪＲ岐阜駅を核とした放射状の幹線バス路線への導入
2．中心市街地の活性化や観光振興に寄与するループ状の路線への導入

気仙沼線 東日本旅客鉄道（株） 宮城県気仙沼市 前谷地〜気仙沼 2012年12⽉ 専用道

東日本大震災の復旧にあたり、早期に安全で利便性の高い輸送サービスが必
要になり、JR気仙沼線の不通区間の仮復旧として、BRTが採用された。JR東日本
では、BRTを活用した地域観光資源の発掘やツアー商品企画などにも力を入れ
ており、BRT沿線の立ち寄りスポットのパンフレットを作成するなどしている。

大船渡線 東日本旅客鉄道（株） 宮城県気仙沼市

気仙沼〜盛（大船渡おさかな
センター、大船渡市魚市場、
屋形船「潮騒 」、長安寺、三
陸鉄道）

2013年3⽉ 専用道

東日本大震災の復旧にあたり、早期に安全で利便性の高い輸送サービスが必
要になり、JR大船渡線の不通区間の仮復旧として、BRTが採用された。JR東日本
では、BRTを活用した地域観光資源の発掘やツアー商品企画などにも力を入れ
ており、BRT沿線の立ち寄りスポットのパンフレットを作成するなどしている。

ひたちBRT 日立電鉄交通サービス 茨城県日立市 日立おさかなセンター〜大甕駅
（道の駅日立おさかなセンター） 2013年3⽉ 専用道

日立電鉄線の廃線敷にバス専用道を整備。今後の高齢社会や環境社会に向けて
「誰もが安心して、快適に暮らせるまちづくり」を進めるために、BRTを導入した。

第2旅客ターミナ
ル線

関西エアポート（株）、
南海バス（株） 大阪府泉南郡田尻町

エアロプラザ（関西国際空港
第1ターミナル）〜関西国際
空港第2ターミナル

2017年4⽉ 連節バス
関西国際空港内での乗⾞待ち時間の短縮、⾞内の混雑緩和等、お客様の利便
性・快適性の向上が目的。また、関西国際空港のある田尻町の観光PRを目的に、
田尻町の魅力を伝えるイラストを一部の連節バスにラッピングしている。

JR岐阜駅バス停を出発する清流ライナー

表   全国のBRTの事例（観光との関連性が比較的大きいもの）

各種資料をもとに（公財）日本交通公社が作成
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特集
これからの地域交通と観光
　公共交通の維持・活性化へ向けた取り組み事例3
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イ
ク
ル
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
（
Ｃ
＆
Ｒ
）
の
整
備

な
ど
も
併
せ
て
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
う
し

た
イ
ン
フ
ラ
面
の
整
備
は
市
の
負
担
で
行
わ

れ
、
民
間
交
通
事
業
者
の
役
割
は
バ
ス
車
両

の
購
入
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
安
全
確
保
な
ど

に
限
定
さ
れ
て
い
る
（
上
下
分
離
方
式
）。

　

Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
効
果
と
し
て
は
、
大
量
輸

送
能
力
の
向
上
に
よ
る
バ
ス
の
待
ち
時
間
の

短
縮
が
大
き
い
。
例
え
ば
、
幹
線
ル
ー
ト
で

あ
る
岐
阜
大
学
・
病
院
線
の
駅
前
広
場
バ

ス
停
で
は
８
時
台
に
13
分
の
短
縮
が
見
ら
れ

た
。
こ
う
し
た
速
達
性
の
向
上
は
乗
客
数
の

増
加
（
平
日
で
30
％
の
増
加
）
と
マ
イ
カ
ー

か
ら
公
共
交
通
へ
の
転
換
を
促
し
た
。
ま
た
、

運
行
本
数
を
12
％
抑
制
す
る
こ
と
に
成
功

し
、
経
営
改
善
に
寄
与
し
て
い
る
。

地
域
公
共
交
通
網
に
お
け
る

Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
位
置
づ
け

　

岐
阜
市
の
公
共
交
通
と
言
え
ば
、
赤
色
の

路
面
電
車
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
少
な
く

な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
交
通
量
の
増
大
に

よ
り
定
時
性
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と

や
、
年
間
最
大
20
億
円
の
赤
字
が
生
じ
た
こ

と
な
ど
か
ら
２
０
０
３
年
（
平
成
15
年
）
に

賛
否
両
論
の
中
で
の
廃
止
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
市
で
は
抜
本
的
な
地
域
交
通
再

編
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
、
２
０
０
５

年
度
（
平
成
17
年
度
）に「
岐
阜
市
総
合
交
通

政
策
」
を
打
ち
出
し
、
そ
の
行
動
計
画
と
し

て
２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）
か
ら
２
０
１
３

年
（
平
成
25
年
）
を
対
象
期
間
と
す
る
「
岐

阜
市
総
合
交
通
戦
略
」
を
策
定
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街
地
形
成

と
誰
も
が
自
由
に
移
動
で
き
る
交
通
環
境

社
会
の
実
現
を
目
指
す
構
想
が
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
戦
略
と
し
て
示
さ
れ
た
の
が
、
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
幹
線
・

支
線
へ
の
再
編
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
幹
線
軸
へ
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
導

入
、
バ
ス
優
先
レ
ー
ン
・
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｓ（
注
）
の

導
入
、
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
設
置

で
あ
る
。
現
在
も
、
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年

か
ら
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
を
対
象
と
す

る
総
合
交
通
戦
略
に
沿
っ
て
、「
総
合
交
通
政

策
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
段
階
的

に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

特
に
公
共
交
通
の
軸
と
な
る
幹
線
バ
ス
路

線
に
つ
い
て
は
、
連
節
バ
ス
投
入
を
含
む
Ｂ

名称 運営主体 自治体名 運行地区（観光地名） 導入年月 特徴など プロジェクトの概要

南海りんかんバス 南海りんかんバス（株） 和歌山県高野町 高野山駅前〜女⼈堂
（高野山・女⼈堂） 1948年6⽉ 専用道

ケーブルカーで高野山駅下⾞すぐ、南海りんかんバスの始発停留所「高野山駅
前」から「女⼈堂」の手前まで、バス専用道に整備。全長は2.1㎞、乗⾞6分の道程。
林道を走るため眺めが良く、ひとつの観光スポットとして楽しめる。

京成バス 京成バス（株） 千葉県千葉市 幕張本郷駅〜海浜幕張駅 2010年2⽉ 連節バス
バスの利用客が多い千葉県の幕張新都心地区で連節バスを運⾏。京成バス

（株）は、一般路線バスの運⾏に連節バスを導入した初の会社で、また、連節バ
ス保有台数は日本一。

かしてつバス 関鉄グリーンバス（株） 茨城県石岡市・小
美玉市 石岡−高下〜四箇村駅 2010年8⽉ 専用道

国道355号の渋滞により定時性の確保が難しくなったこと等により、バス利用者
は大きく落ち込んだ。このため、鹿島鉄道跡地という既存ストックをバス専用
道として有効活用し、同時に旧鹿島鉄道と同等のサービスを⾏えるよう、バス
専用道を整備した。この開通により、沿線の⽅々の公共交通の利便性が大幅に
向上するとともに、茨城空港へのアクセス性や利便性の向上が図られていた。

清流ライナー 岐阜乗合⾃動⾞（株） 岐阜県岐阜市

【清流ライナー市内ループ線】
岐阜駅〜岐阜駅（柳ヶ瀬、岐
阜公園、ぎふ長良川鵜飼、岐
阜メモリアルセンター）

2011年3⽉ 連節バス
岐阜市型ＢＲＴの導入⽅針は以下となる。
1．ＪＲ岐阜駅を核とした放射状の幹線バス路線への導入
2．中心市街地の活性化や観光振興に寄与するループ状の路線への導入

気仙沼線 東日本旅客鉄道（株） 宮城県気仙沼市 前谷地〜気仙沼 2012年12⽉ 専用道

東日本大震災の復旧にあたり、早期に安全で利便性の高い輸送サービスが必
要になり、JR気仙沼線の不通区間の仮復旧として、BRTが採用された。JR東日本
では、BRTを活用した地域観光資源の発掘やツアー商品企画などにも力を入れ
ており、BRT沿線の立ち寄りスポットのパンフレットを作成するなどしている。

大船渡線 東日本旅客鉄道（株） 宮城県気仙沼市

気仙沼〜盛（大船渡おさかな
センター、大船渡市魚市場、
屋形船「潮騒 」、長安寺、三
陸鉄道）

2013年3⽉ 専用道

東日本大震災の復旧にあたり、早期に安全で利便性の高い輸送サービスが必
要になり、JR大船渡線の不通区間の仮復旧として、BRTが採用された。JR東日本
では、BRTを活用した地域観光資源の発掘やツアー商品企画などにも力を入れ
ており、BRT沿線の立ち寄りスポットのパンフレットを作成するなどしている。

ひたちBRT 日立電鉄交通サービス 茨城県日立市 日立おさかなセンター〜大甕駅
（道の駅日立おさかなセンター） 2013年3⽉ 専用道

日立電鉄線の廃線敷にバス専用道を整備。今後の高齢社会や環境社会に向けて
「誰もが安心して、快適に暮らせるまちづくり」を進めるために、BRTを導入した。

第2旅客ターミナ
ル線

関西エアポート（株）、
南海バス（株） 大阪府泉南郡田尻町

エアロプラザ（関西国際空港
第1ターミナル）〜関西国際
空港第2ターミナル

2017年4⽉ 連節バス
関西国際空港内での乗⾞待ち時間の短縮、⾞内の混雑緩和等、お客様の利便
性・快適性の向上が目的。また、関西国際空港のある田尻町の観光PRを目的に、
田尻町の魅力を伝えるイラストを一部の連節バスにラッピングしている。

図1  市民協働型コミュニティバス

資料：「岐阜市の地域公共交通の取り組み」（2016年9月、岐阜市）

表   全国のBRTの事例（観光との関連性が比較的大きいもの）

Ｒ
Ｔ
の
導
入
に
よ
る
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
市
民
協
働
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

（
図
１
）
に
よ
っ
て
日
常
生
活
の
足
を
確
保
す

る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、２
０
１
６
年
度
（
平

成
28
年
度
）
に
は
19
地
区
（
市
内
の
84
％
）
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
が
拡
大
さ
れ
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
お
け
る
行
政
負
担
は
60

～
85
％
で
、
残
り
の
収
入
は
運
賃
や
広
告
収

入
に
よ
る
地
域
負
担
で
賄
わ
れ
る
。
地
域
に

は
経
営
感
覚
も
必
要
で
あ
り
、
ル
ー
ト
、
ダ

イ
ヤ
、
運
賃
も
地
域
が
決
定
す
る
仕
組
み
で

あ
る
。

　

岐
阜
市
の
計
画
づ
く
り
の
優
れ
た
点
と
し

て
、
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
に
各
種
統
計

デ
ー
タ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
点
が
挙

げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
土
地
利
用
や
人
口
分
布

状
況
な
ど
の
分
析
を
踏
ま
え
た
将
来
の
都
市

地域住民が主体となった運営協議会を設置

地域住民
地域が経営感覚を持った運営

（地域住民が計画・運営）

   行政（市）
運営の支援

交通事業者
バスの運行

行政が
地域の努力を支える

  行政負担（補助金）
地域に応じて

60～85％

地域は最大限努力
（明確な収入目標）

  地域負担（運賃・広告）
地域に応じて

15～40％

ルート
ダイヤ
運賃も

地域が決定
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観
光
振
興
へ
の
取
り
組
み
と
課
題

　

岐
阜
市
は
、
岐
阜
城
、
長
良
川
の
鵜う

飼
い
、

長
良
川
温
泉
な
ど
の
著
名
な
観
光
資
源
を

有
し
て
い
る
。一
方
で
、
観
光
客
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
化

が
進
む
中
で
、
個
人
観
光
客
の
公
共
交
通
機

関
へ
の
ニ
ー
ズ
は
増
大
し
て
い
る
と
も
考
え

ら
れ
る
。
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
３
月
に
策

定
さ
れ
た
「
岐
阜
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
」
の
計
画
策
定
の
目
的
に
も
、
＂ま
ち
づ

く
り
、
中
心
市
街
地
活
性
化
、
観
光
振
興
と

の
一
体
性
を
確
保
＂
す
る
こ
と
が
謳う

た

わ
れ
て

い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
岐
阜
市
の
観
光
振
興
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
は
、す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
観
光
客
・
レ
ジ
ャ
ー
客
の
多
い
土
日
祝
日

に
お
け
る
市
内
の
観
光
・
商
業
拠
点
を
結
ぶ

市
内
ル
ー
プ
線
の
運
行
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
フ
リ
ー
き
っ
ぷ
の
販
売
も
積
極
的

に
行
わ
れ
て
い
る
。「
２
１
０
円
エ
リ
ア
パ
ス

（
４
５
０
円
）」
は
、
２
１
０
円
均
一
区
間
が
１

日
乗
り
放
題
に
な
る
切
符
で
、
２
０
１
７
年

（
平
成
29
年
）
は
１
万
４
０
０
０
枚
が
販
売
さ

れ
た
。
ま
た
、
土
日
祝
限
定
の
１
日
乗
車
券

も
春
と
秋
の
行
楽
期
に
５
０
０
円
で
販
売
さ

れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
４
万
７
０
０
０
枚
が

販
売
さ
れ
た
。

　

歴
史
に
ち
な
ん
だ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
も
運

行
さ
れ
て
い
る
。
前
記
の
市
内
ル
ー
プ
線
に

は
、
清
流
ラ
イ
ナ
ー
以
外
に
も
、
織
田
信
長

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
外
観
と
大
名
屋
敷
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
車
内
装
飾
を
施
し
た
「
信
長
バ

ス
」
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
心
市
街

地
を
循
環
す
る
１
０
０
円
バ
ス
と
し
て
桜
色

の
「
濃
姫
バ
ス（
柳
バ
ス
）」
が
運
行
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
他
、
岐
阜
公
園
な
ど
の
観
光
拠
点

で
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
も
行
わ
れ
て
い

像
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
岐
阜
市

内
の
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
ア
ユ
カ
」
の
デ
ー

タ
と
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
も
積
極

的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
各
バ
ス
路
線
の
時

間
帯
別
需
要
と
運
行
頻
度
、
バ
ス
停
間
Ｏ
Ｄ

の
分
析
が
行
わ
れ
、
実
需
を
踏
ま
え
た
路
線

の
再
編
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
の
位
置
、

乗
り
継
ぎ
の
シ
ー
ム
レ
ス
化
の
計
画
が
進
め

ら
れ
た
。

図2  定時性、速達性が確保された利便性の高い公共交通軸（幹
線バスおよび鉄道）の構築

資料：「総合交通戦略（2014-2018）」岐阜市

る
（
利
用
料
１
０
０
円
／
日
）。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
方
で
課
題
も
あ

る
。
デ
ー
タ
分
析
を
重
視
し
て
交
通
計
画
を

策
定
し
て
き
た
岐
阜
市
だ
が
、
こ
と
観
光
に

関
し
て
は
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
い
る
の
だ
。一

つ
に
は
、
宿
泊
統
計
な
ど
観
光
統
計
が
不
十

分
で
あ
る
点
が
あ
る
。
も
う
一
つ
に
は
、
Ｓ
ｕ

ｉ
ｃ
ａ
や
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
い
っ
た
観
光
客
の

主
要
な
発
地
で
用
い
ら
れ
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が

岐
阜
市
内
で
利
用
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
観
光
客
の
デ
ー
タ
分
析
が

現
状
は
難
し
い
点
が
あ
る
。

　

岐
阜
市
の
青
木
保
親
交
通
総
合
政
策
審

議
監
は
、「
現
段
階
で
は
市
民
の
バ
ス
需
要
に

比
べ
る
と
観
光
に
よ
る
バ
ス
利
用
は
ま
だ
ま

だ
少
な
い
段
階
」
と
す
る
が
、「
観
光
に
よ
る

昼
の
時
間
帯
の
利
用
者
数
の
上
乗
せ
効
果
は

重
要
」
と
も
捉
え
て
い
る
。
観
光
客
の
利
用

の
可
能
性
と
し
て
は
、
市
内
ル
ー
プ
線
を
中

心
と
し
た
観
光
拠
点
の
周
遊
に
加
え
、
長
良

川
温
泉
か
ら
中
心
市
街
地
な
ど
の
夜
間
移
動

の
ニ
ー
ズ
な
ど
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

デ
ー
タ
不
足
に
よ
っ
て
有
効
な
施
策
に
結
び

つ
け
に
く
い
点
は
今
後
の
課
題
と
し
て
い
る
。

（
し
お
や　

ひ
で
お
）

（
注
） 

公
共
車
両
優
先
シ
ス
テ
ム（P

ublic Transportation 
P
riority S

ystem

）。
バ
ス
専
用
・
優
先
レ
ー
ン
の
設

置
や
優
先
信
号
制
御
な
ど
を
通
じ
て
、
バ
ス
な
ど
の

定
時
運
行
を
確
保
し
利
用
を
促
進
す
る
も
の
。

トランジットセンターのイメージ

中心市街地トランジットモールのイメージ
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特集
これからの地域交通と観光
　公共交通の維持・活性化へ向けた取り組み事例3

第237号 April 2018

明あ
け

知ち

鉄
道

事
例

４

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
ロ
ー
カ
ル
線
を

維
持
す
る
た
め
に
、
全
国
各
地
で
ユ
ニ
ー
ク

な
企
画
列
車
や
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
、
観

光
客
に
と
っ
て
も
魅
力
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
て
定
着
し
て
き
て
い
る
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
明
知
鉄
道
（
株
）
は
、

食
堂
車
事
業
に
い
ち
早
く
取
り
組
ん
だ
第
三

セ
ク
タ
ー
鉄
道
で
、
岐
阜
県
、
恵
那
市
、
中

津
川
市
、
地
元
企
業
な
ど
が
出
資
し
て
い
る
。

１
９
８
５
年
（
昭
和
60
年
）
に
旧
国
鉄
の
特

定
地
方
交
通
線
を
引
き
継
ぐ
形
で
開
業
し
、

恵
那
駅
か
ら
明
智
駅
の
25
・
１
km
を
結
ぶ
。

有
人
駅
は
こ
の
２
つ
の
駅
だ
け
で
、
社
員
数

は
約
35
人
。
沿
線
の
主
な
観
光
資
源
と
し
て
、

「
日
本
大
正
村
」や
日
本
三
大
山
城
の
一
つ「
岩

村
城
」
な
ど
が
あ
る
。

ロ
ー
カ
ル
線
で
は

最
初
の
食
堂
車
事
業

　

食
堂
車
事
業
は
、開
業
２
年
後
の
１
９
８
７

年
（
昭
和
62
年
）
に
「
寒
天
列
車
」
と
し
て
始

ま
っ
た
。「
細
寒
天
」
が
山
岡
地
区
の
名
産
品

で
、
脇
役
に
な
り
が
ち
な
食
材
な
の
で
、
列

車
の
中
で
細
寒
天
を
使
っ
た
料
理
を
出
し
て

そ
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
と
い
う
声

が
地
元
か
ら
上
が
っ
た
と
い
う
。
ロ
ー
カ
ル

鉄
道
で
食
堂
車
を
取
り
入
れ
た
の
は
明
知

鉄
道
が
日
本
初
で
あ
り
、
当
時
は
列
車
の
中

で
食
事
を
出
す
と
い
う
だ
け
で
も
話
題
性
が

あ
っ
た
。

　

現
在
食
堂
車
は
「
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
お
花
見
弁
当

列
車
」「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
山
菜
弁
当
列
車
」「
枡

酒
列
車
」「
き
の
こ
列
車
」

「
じ
ね
ん
じ
ょ
列
車
」
を
加

え
て
６
種
類
あ
る
。
季
節

の
も
の
を
中
心
に
、
こ
の

時
期
に
こ
こ
に
来
な
い
と

食
べ
ら
れ
な
い
も
の
が
提

供
さ
れ
て
い
る
。
何
度
も

来
や
す
く
友
人
を
誘
っ
て

行
け
る
よ
う
な
値
段
設
定

を
維
持
す
る
方
針
で
、
例

え
ば
今
回
取
材
時
に
体

験
し
た
「
じ
ね
ん
じ
ょ
列
車
」
は
、
恵
那
駅

か
ら
明
智
駅
ま
で
の
食
堂
車
料
金
と
帰
路
の

フ
リ
ー
切
符
込
み
で
１
人
当
た
り
４
０
０
０

円
と
値
頃
感
が
あ
る
（
食
堂
車
全
体
で
は

２
５
０
０
円
か
ら
５
５
０
０
円
）。
料
理
提
供

に
は
原
則
と
し
て
マ
ー
ジ
ン
を
設
定
せ
ず
、

明
知
鉄
道
の
収
入
は
運
賃
相
当
が
ほ
と
ん
ど

じねんじょ列車と車内風景

地
産
地
消
の
食
堂
車
事
業
で
ロ
ー
カ
ル
線
を
活
性
化

〜
明
知
鉄
道
の
取
り
組
み

と
な
っ
て
い
る
。

　

予
約
客
が
も
し
も
現
れ
な
か
っ
た
時
に
食

事
の
仕
入
れ
代
を
負
担
で
き
な
い
た
め
、
基

本
的
に
郵
便
局
を
通
じ
て
前
振
り
込
み
と

な
っ
て
い
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に

つ
い
て
は
、
経
費
が
か
か
る
た
め
扱
っ
て
い

な
い
。
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食
堂
車
の
利
用
状
況
と

鉄
道
維
持
へ
の
貢
献

　

年
間
催
行
数
は
、
３
０
０
か
ら
４
０
０
本

あ
り
（
じ
ね
ん
じ
ょ
列
車
と
枡
酒
列
車
を
連

結
す
る
ケ
ー
ス
は
２
本
と
カ
ウ
ン
ト
）、
月
曜

日
以
外
は
ほ
ぼ
毎
日
運
行
し
て
い
る
。
こ
れ

だ
け
催
行
で
き
る
の
は
、
１
日
最
大
90
人
ま

で
参
加
で
き
、
個
人
客
か
ら
団
体
客
ま
で
対

応
が
可
能
と
い
う
点
も
大
き
い
。

　

年
間
の
利
用
客
数
は
約
１
万
人
か
ら

１
万
２
０
０
０
人
程
度
で
推
移
し
て
い

る
。
た
だ
し
、「
ふ
る
さ
と
割
」
の
利
用
が
多

か
っ
た
年
に
は
１
万
７
０
０
０
人
の
集
客
が

あ
っ
た
。
季
節
別
で
見
る
と
、
秋
期
と
沿
線

で
ひ
な
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
の
あ
る
３
月
が
多

く
、
冬
と
真
夏
は
参
加
者
が
少
な
い
傾
向
が

あ
る
。

　

発
地
別
で
は
名
古
屋
駅
か
ら
恵
那
駅
ま
で

快
速
列
車
で
約
60
分
ほ
ど
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
愛
知
の
人
が
７
～
８
割
を
占
め
、
特
に

中
央
線
沿
線
の
人
が
多
い
。
個
人
客
で
は
40

代
か
ら
50
代
以
上
の
利
用
が
多
く
、
リ
ピ
ー

タ
ー
も
少
な
く
な
い
。
た
だ
し
、
統
計
は
取

ら
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
関
東
・
関
西
の
人
も
増
え
て
お

り
、
遠
方
か
ら
来
る
利
用
客
に
は
鉄
道
好
き

が
多
い
傾
向
が
あ
る
。
最
近
は
メ
デ
ィ
ア
で

鉄
道
の
旅
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
増

え
、
鉄
道
の
イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
も
多
い
の
で
、

そ
の
影
響
で
遠
方
か
ら
来
る
人
も
増
加
し
て

い
る
。
明
知
鉄
道
は
大
規
模
な
広
報
活
動
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
新
聞
で
食
堂
車
を
知
っ

た
と
い
う
人
が
多
い
た
め
、
季
節
ご
と
、
料

理
が
変
わ
る
ご
と
に
新
聞
社
を
訪
問
し
て
Ｐ

Ｒ
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

明
知
鉄
道
全
体
の
利
用
者
数
は
、
近
年
は

年
間
38
万
人
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
恵
那

市
・
中
津
川
市
在
住
の
小
中
学
生
と
65
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
格
安
の
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

を
販
売
す
る
な
ど
し
て
、
地
域
需
要
の
確
保

に
努
め
て
い
る
。

　

明
知
鉄
道
の
広
報
担
当
で
あ
る
伊
藤
温

子
氏
は
、
食
堂
車
事
業
の
貢
献
度
に
つ
い 日本大正村のまちなみ（明智地区）
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て
、「
も
し
食
堂
車
が
な
か
っ
た
ら
メ
デ
ィ
ア

で
扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
沿
線
人
口

が
減
少
し
、
少
子
化
で
通
学
定
期
の
利
用
者

数
も
年
々
少
な
く
な
る
中
で
、
食
堂
車
が
な

か
っ
た
ら
明
知
鉄
道
が
あ
っ
た
の
か
な
と
思

う
」
と
食
堂
車
事
業
の
重
要
性
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
。

地
域
と
の
連
携

　

明
知
鉄
道
の
社
長
は
恵
那
市
長
で
あ
り
、

岐
阜
県
は
株
主
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
と
も
と

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
。
明
知
鉄
道
連

絡
協
議
会
な
ど
を
通
じ
て
、
イ
ベ
ン
ト
や
観

光
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
も
市
や
沿
線
の
観
光
協
会

な
ど
と
情
報
共
有
し
、
話
し
合
い
な
が
ら
進

め
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
今
度

放
映
さ
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
が

岩
村
駅
周
辺
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
う
し

た
話
題
を
絡
め
た
観
光
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
も
相

談
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
い
う
。

　

食
堂
車
の
企
画
は
、
地
元
の
料
理
屋
や
蔵

元
と
も
協
力
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
る
。
特
に

市
が
そ
の
間
に
入
る
こ
と
は
な
い
が
、
常
に

情
報
は
共
有
し
て
い
る
。
何
か
沿
線
の
観
光

協
会
に
協
力
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
明
知
鉄
道
か
ら
働
き
か
け
て
一
緒
に
仕

事
を
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
。

　

食
堂
車
に
料
理
を
提
供
し
て
い
る
お
店

は
、
現
在
７
軒
あ
る
（
料
理
６
軒
、
お
酒
１

軒
）。
新
し
い
企
画
を
展
開
す
る
た
め
に
も
、

「
料
理
屋
さ
ん
が
ま
た
来
年
も
や
り
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
」
着
実
に
集
客
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　

明
知
鉄
道
で
は
、
食
材
は
な
る
べ
く
地
元

の
も
の
が
中
心
に
な
る
よ
う
に
事
業
者
に
依

頼
し
て
い
る
が
、
食
材
の
安
定
的
な
確
保
は

難
し
い
面
も
あ
る
た
め
限
定
は
し
て
い
な

い
。
こ
の
た
め
、
地
元
の
食
材
で
あ
る
こ
と
を

売
り
に
は
し
て
い
な
い
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
へ
向
け
た

取
り
組
み
と
課
題

　

我
が
国
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
増
加
し

て
い
る
が
、
言
葉
の
対
応
の
問
題
も
あ
り
、

受
入
体
制
が
整
わ
な
い
段
階
で
ど
こ
ま
で
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
注
力
す
べ
き
か
は
課
題
と
も

な
っ
て
い
る
。

　

現
状
で
は
、明
知
鉄
道
の
外
国
人
乗
客
は
、

日
本
人
の
友
人
が
仲
介
と
な
っ
て
い
る
場
合

が
多
い
。
食
堂
車
に
乗
っ
て
く
る
外
国
人
自

体
は
未
だ
少
な
い
が
、
比
率
と
し
て
は
欧
米

人
が
多
く
、
岩
村
の
城
下
町
な
ど
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
。
外
国
人
利
用
が
少
な
い
理
由

の
一
つ
に
は
、
事
前
予
約
と
郵
便
局
で
の
振

込
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
こ
と
も
あ
る
。

　
「
明
知
鉄
道
沿
線
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
」（
２
０
１
５
年
11
月
、
恵
那
市
・
中

津
川
市
）
で
は
、
＂外
国
人
観
光
客
に
訴
求
力

の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
列
車
の
企
画
＂
に
つ
い
て

英文パンフレット

じねんじょ列車の食事

計
画
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
食
堂
車
の
食

事
が
外
国
人
に
全
て
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る

わ
け
で
は
な
く
、「
ど
の
食
事
が
ど
の
国
の
人

に
好
ま
れ
る
の
か
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
あ

る
程
度
リ
サ
ー
チ
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て

い
る
。

　

こ
の
他
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
は
、
２
０
１
７
年
（
平
成
29

年
）
に
、
紫
色
の
表
紙
の
英
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
（S

tories
of the E

leven
 R

ailroad
 

S
tation

）
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
主
に
個
人

客
向
け
で
あ
る
。
ま
た
、
外
国
人
が
利
用
し

や
す
く
す
る
た
め
、
同
年
に
駅
名
看
板
へ
の

ナ
ン
バ
リ
ン
グ
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
事
業
を
進
め
る
場
合
も
、
恵
那
市
や
岐

阜
県
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
関
す
る
補
助
な
ど
が
活

用
さ
れ
て
い
る
。

（
し
お
や　

ひ
で
お
）
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全
国
で
広
が
る

貨
客
混
載
の
取
り
組
み

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
中
で
過
疎
地

の
公
共
交
通
機
関
を
維
持
し
て
い
く
に
は
、

地
域
住
民
の
需
要
に
依
存
す
る
だ
け
で
は
難

し
い
。
こ
れ
に
観
光
客
需
要
を
加
え
て
い
く

こ
と
が
今
特
集
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
が
、
別

の
方
策
と
し
て
、
物
流
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
産

業
需
要
を
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
に
も
可
能

性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
高
齢
化
の
中
で
運

転
手
不
足
に
悩
む
産
業
界
に
と
っ
て
も
重
要

で
あ
る
。

　

路
線
バ
ス
や
鉄
道
列
車
に
、
旅
客
と
貨
物

を
一
緒
に
輸
送
す
る
こ
と
は
、
貨
客
混
載
ま

た
は
客
貨
混
載
と
呼
ば
れ
る
。
積
載
で
き
る

貨
物
の
量
に
は
規
制
も
あ
る
が
、
過
疎
化
へ

の
対
応
や
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト（
注
）
の
観
点
か

ら
段
階
的
に
緩
和
さ
れ
る
方
向
に
あ
る
。

　

道
路
運
送
法
第
82
条
に
は
＂一
般
乗
合
旅

客
自
動
車
運
送
事
業
者（
路
線
バ
ス
事
業
者
）

は
、
旅
客
の
運
送
に
付
随
し
て
、
少
量
の
郵

便
物
、
新
聞
紙
そ
の
他
の
貨
物
を
運
送
す
る

こ
と
が
で
き
る
＂
と
あ
る
。
こ
の
＂少
量
＂
と

は
通
達
に
よ
っ
て
３
５
０
kg
未
満
が
原
則
と

さ
れ
て
き
た
が
、
２
０
１
７
年
9
月
か
ら
国

土
交
通
省
の
通
達
に
よ
り
重
量
制
限
が
緩
和

さ
れ
た
。
過
疎
地
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
手
厚

く
、
タ
ク
シ
ー
、
貸
切
バ
ス
に
つ
い
て
の
貨
客

混
載
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
発
地
か
着
地
の

い
ず
れ
か
が
過
疎
地
で
あ
れ
ば
可
）。

　

ま
た
、「
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化

の
促
進
に
関
す
る
法
律
」が
２
０
１
６
年
10
月

に
改
正
さ
れ
、「
一
定
の
規
模
及
び
機
能
を
有

す
る
流
通
業
務
施
設
」
が
な
い
地
域
で
も
複

数
の
事
業
者
に
よ
る
連
携
を
条
件
に
、
例
え

ば
宅
配
事
業
者
が
鉄
道
や
バ
ス
路
線
を
使
っ

て
過
疎
地
へ
の
物
流
を
効
率
化
す
る
と
い
っ

た
取
り
組
み
を
行
い
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

　

表（
Ｐ
27
）
は
、
全
国
で
見
ら
れ
る
貨
客
混

載
の
事
例
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
空
港

へ
の
手
荷
物
輸
送
や
高
山
・
松
本
の
宿
泊
施

設
間
の
デ
リ
バ
リ
ー
な
ど
を
除
く
と
、
多
く

は
住
民
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
路
線
の
多
く

が
観
光
地
を
含
む
路
線
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
貨
客
混
載

の
推
進
は
、
個
人
客
が
利
用
可

能
な
観
光
路
線
を
維
持
す
る
上

で
、
重
要
な
施
策
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
高
山
市
と
京
王
電

鉄
に
よ
る
取
り
組
み
の
よ
う
に

路
線
の
維
持
・
活
性
化
か
ら
一

歩
進
め
て
、
地
場
産
品
の
大
都

市
圏
へ
の
販
路
拡
大
や
観
光
地

Ｐ
Ｒ
の
目
的
も
兼
ね
て
貨
客
混

載
を
展
開
し
て
い
る
事
例
も
あ

る
。
東
京
事
務
所
長
の
清
水
雅
博
氏
に
お
話

を
う
か
が
っ
た
の
で
、
以
下
で
紹
介
し
た
い
。

高
山
の
朝
採
れ
野
菜
が
翌
朝
に
は

東
京
の
ス
ー
パ
ー
で
買
え
る

●
事
業
化
の
経
緯
と
狙
い

　

も
と
も
と
地
域
の
野
菜
を
東
京
市
場
に
流

通
さ
せ
る
貨
客
混
載
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

茨
城
県
常
陸
太
田
市
が
市
内
で
採
れ
た
野
菜

を
「
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
」か
ら
茨
城
交
通

の
高
速
バ
ス
で
東
京
へ
移
送
し
、
丸
正
食
品

（
中
野
区
）で
販
売
す
る
前
例
が
あ
っ
た
。

　

高
山
市
の
事
例
は
、高
山
市
の
直
売
所「
特

選
館
あ
じ
か
」
が
取
り
扱
う
高
山
産
の
野
菜

を
、
濃
飛
乗
合
自
動
車
の
協
力
を
得
て
高
山

営
業
所
で
京
王
電
鉄
バ
ス
の
高
速
バ
ス
に
積

込
み
、
旅
客
と
一
緒
に
東
京
へ
移
送
す
る
。
バ

ス
タ
新
宿
で
旅
客
を
降
ろ
し
た
後
、
高
速
バ

ス
は
杉
並
区
の
京
王
電
鉄
バ
ス
の
高
速
バ
ス

セ
ン
タ
ー
（
営
業
所
）
に
回
送
す
る
。
高
速
バ

ス
で
の
移
送
は
こ
こ
ま
で
で
、
車
庫
か
ら
販

高
山
市

事
例

5
高
速
バ
ス
で
地
域
産
品
を
東
京
市
場
へ

〜
高
山
市
の
貨
客
混
載
へ
の
取
り
組
み

高速バス車両（上）と保冷コンテナ（左下）、高山産の農産物（右下）
2017年9月8日付 京王電鉄（株）ニュースリリースより（写真：京王電鉄（株））
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運行地区 運営主体 導入年月 プロジェクトの概要

京都市嵐電 西院⾞庫〜嵐山駅 ヤマト運輸（株）
京福電気鉄道（株） 2011年5⽉

トラックを使わずに集配を実施することによるCO₂削減が目
的。宅急便の輸送に路⾯電⾞の1両（貸切）を利用。

宮崎県西都市〜宮崎県西米良村

宮崎交通（株）
ヤマト運輸（株）
宮崎県
宮崎県西都市
宮崎県西米良村

2015年10⽉

過疎化や高齢化が進む中山間地域におけるバス路線網の維
持と物流の効率化による地域住⺠の生活サービス向上が目
的。宅急便の輸送に路線バス（座席の一部を荷台スペースに
した専用⾞両）を利用。

宮崎県延岡市〜高千穂町、宮崎県
日向市〜諸塚村

宮崎交通（株）
ヤマト運輸（株） 2016年6⽉

過疎化や高齢化が進む中山間地域におけるバス路線網の維
持と物流の効率化による地域住⺠の生活サービス向上が目
的。宅急便の輸送に路線バス（座席の一部を荷台スペースに
した専用⾞両）を利用。

道の駅ひたちおおた（茨城県常陸
太田市）〜 バスタ新宿〜東京都中
野区の食品販売店

常陸太田産業振興（株）
茨城交通（株）
茨城県常陸太田市
東京都中野区

2016年9⽉
常陸太田市の基幹産業である農産物の販路拡大による常陸
太田市の農家の所得向上や地域経済の循環が目的。常陸太
田市の農産物の輸送に高速バスのトランクを利用。

熊本県⼈吉市〜熊本県五木村 産交バス（株）
ヤマト運輸（株） 2016年10⽉

過疎化や高齢化が進む中山間地域におけるバス路線網の維
持と物流の効率化による地域住⺠の生活サービス向上が目
的。宅急便の輸送に路線バス（座席の一部を荷台スペースに
した専用⾞両）を利用。

中部国際空港〜名古屋駅 周辺の
宿泊施設など（実証実験）

名鉄バス（株）
ヤマト運輸（株）
中部国際空港（株）

2016年11⽉〜2017年2⽉
（実証実験）

中部国際空港を利用する訪日外国⼈旅⾏者の受入環境整備
の一環として、手ぶら観光サービスの利便性向上（荷物の当
日配送受付時間の延長）が目的。中部国際空港から名古屋
駅周辺の宿泊施設などへの荷物輸送にリムジンバスのトラン
クを利用。

東京23区内※〜成田空港
※東京駅・新宿・池袋・渋谷・赤坂・
　六本木・品川・お台場 など

東京空港交通（株）
佐川急便（株） 2017年3⽉

輸送の効率化による環境負荷の低減と省力化、手ぶら観光
サービスの利便性向上（荷物の当日配送受付時間の延長、配
送エリアの拡大）が目的。都心から成田空港への荷物輸送に
リムジンバスの荷物スペースを利用。

京都丹後鉄道宮豊線 久美浜駅〜
峰山駅

WILLER TRAINS（株）
（株）丹後王国 2017年6⽉

トラック輸送距離が短縮されることによるCO₂削減、運搬にか
かる農家の負担の削減、列⾞の安定した運送収入の確保が目
的。道の駅「丹後王国 食のみやこ」への各農家の農産品の輸送
に、旅客列⾞の⾞両に設けられる貨客混載スペースを利用。

兵庫県豊岡市：
江原地区〜神鍋高原地区

全但バス（株）
ヤマト運輸（株）
兵庫県豊岡市

2017年6⽉

過疎化や高齢化が進む中山間地域におけるバス路線網の維
持と物流の効率化による地域住⺠の生活サービス向上が目
的。宅急便の輸送に路線バス（座席の一部を荷台スペースに
した専用⾞両）を利用。

墨田区吾 妻 橋〜明 石町・聖 路加
ガーデン前（実証実験）

東京都
（公財）東京都公園協会

ヤマト運輸（株）

2017年8⽉〜1カ⽉
（実証実験）

物資輸送における水上バス活用の可能性の検証が目的。観
光で東京都を訪れたお客様からお預かりした荷物を水上バ
スで輸送し、お客様が観光を楽しんでいる間に目的地まで配
送することを想定して、定期運航中の水上バスで模擬貨物を
輸送し、搬入・搬出における所要時間や⼈員、船内での安全
性確保のための⼈員配置、旅客輸送への影響などを確認。

岐阜県高山市の提携ホテル〜長野
県松本市の提携ホテル（実証実験）

中部運輸局
濃飛乗合⾃動⾞（株）
佐川急便（株）
アルピコ交通（株）

2017年8⽉〜2017年11⽉
（実証実験）

松本・高山両市の宿泊施設に宿泊し、松本〜高山間を観光す
る旅⾏者向けの手ぶら観光サービスの導入（高山〜松本間の
手荷物の当日配送の実現）が目的。提携ホテル間の観光客の
荷物の輸送に高速バスの荷室を利用。

愛媛県松山市・八幡浜市・宇和島
市・今治市内の提携ホテル間

伊予鉄道（株）
宇和島⾃動⾞（株）
瀬戸内運輸（株）
佐川急便（株）

2017年9⽉

観光振興の一環として、観光客やサイクリストの利便性向上
が目的。しまなみ海道を利用して今治に来たサイクリストが
愛媛県内各地に向かう際、あるいはその逆ルート、および松
山市・八幡浜市・宇和島市・今治市間を観光する⽅の手荷物
を貨客混載にて輸送する。サイクリストの宿泊先への手荷物
の輸送に、路線バスの荷室を利用。

特選館あじか（岐阜県高山市）〜バ
スタ新宿〜東京都杉並区の食品販
売店（キッチンコート永福町店）

京王電鉄（株）、高山市
京王電鉄バス（株）
濃飛乗合⾃動⾞（株）

（株）京王ストア

2017年9⽉

高速バスの生産性向上、飛騨高山産の農産物を差別化商品と
することで（株）京王ストアの店舗の魅力向上、高山市の知名度
向上・観光誘致・農産物の販路拡大による地域経済の活性化
が目的。高山市の農産物の輸送に高速バスのトランクを利用。

奈良県天川地区・奥宇陀地区
（実証実験）

奈良県、宇陀地域公共
交通活性化協議会、 奈
良 交 通（株）、ヤマト運
輸（株）

2017年10⽉〜2018年3⽉
（実証実験）

過疎化や高齢化が進む中山間地域におけるバス路線網の維
持と物流の効率化による地域住⺠の生活サービス向上が目
的。宅急便の輸送に天川地区では路線バス、奥宇陀地区で
はコミュニティバス（両バスとも⾞内の最後列の座席上に集
配ボックスごと積み込み）を利用。

愛知県豊田市
とよたおいでんバス稲武・足助線
足助地区〜稲武地区

ヤマト運輸（株）
豊栄交通（株）
愛知県豊田市

2018年1⽉

過疎化や高齢化が進む中山間地域におけるバス路線網の維
持と物流の効率化による地域住⺠の生活サービス向上が目
的。宅急便の輸送にコミュニティバス（座席の一部を荷台ス
ペースにした専用⾞両）を利用。

各種資料より（公財）日本交通公社作成

表   全国の貨客混載の事例
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売
店
の
京
王
ス
ト
ア
（
キ
ッ
チ
ン
コ
ー
ト
永

福
町
店
）
ま
で
は
、
京
王
グ
ル
ー
プ
の
京
王

運
輸
が
商
品
を
届
け
る
。
移
送
か
ら
販
売
ま

で
の
全
て
を
一
つ
の
企
業
グ
ル
ー
プ
で
一
貫

し
て
実
施
し
て
い
る
の
は
、
貨
客
混
載
で
は

初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
、
京
王
電
鉄
グ
ル
ー
プ

な
ら
で
は
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

高
山
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
京
王
電

鉄
グ
ル
ー
プ
で
は
、
以
前
か
ら
高
速
バ
ス
路

線
を
展
開
す
る
中
部
地
方
（
信
州
、
飛
騨
、

中
央
道
沿
線
）
と
の
連
携
を
進
め
て
い
て
、

２
０
１
６
年
７
月
に
は
新
宿
に
「
中
部
地
方

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
in
京
王
新

宿
」
と
い
う
観
光
案
内
所
を
開
設
し
て
い
る
。

そ
こ
で
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
さ
ら

に
産
地
と
し
て
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め

に
、
貨
客
混
載
で
の
中
部
地
方
の
野
菜
の
輸

送
・
販
売
に
取
り
組
む
べ
く
検
討
を
始
め
た

経
緯
が
あ
る
。

　

高
山
市
で
は
海
外
戦
略
部
を
中
心
と
し

て
地
場
産
品
の
販
路
拡
大
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
香
港
や
パ
リ
で
の
食
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化

な
ど
も
進
め
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
事
業
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
外
国
人
で
は
な
く
国
内
向

け
、
特
に
東
京
に
お
け
る
高
山
フ
ァ
ン
の
拡

大
を
狙
っ
た
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
京
王
電
鉄
グ
ル
ー
プ
の
立
場
か
ら
は
、

高
山
の
認
知
度
や
関
心
が
高
ま
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
高
速
バ
ス
路
線
の
利
用
者
が
増
え

る
こ
と
の
他
、
京
王
ス
ト
ア
の
魅
力
向
上
な

ど
に
つ
な
が
り
、
高
山
市
の
立
場
か
ら
は
東

京
で
の
高
山
野
菜
の
販
売
、
そ
し
て
、
野
菜

を
通
じ
た
高
山
市
の
認
知
度
向
上
、
来
訪
者

増
に
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
の
生
産

者
も
東
京
で
売
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
売

れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
非
常
に
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
高
ま
っ
て
い
る
。

●
貨
客
混
載
の
仕
組
み

　

事
業
開
始
は
２
０
１
７
年
９
月
14
日
で

あ
る
。
高
山
と
新
宿
を
結
ぶ
高
速
バ
ス
の
う

ち
、
10
時
30
分
発
の
バ
ス
に
、
週
2
回
、
朝
採

れ
野
菜
を
ト
ラ
ン
ク
に
載
せ
て
東
京
ま
で
運

び
、
翌
朝
に
は
販
売
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
週
２
便
、
販
売
店
は
京
王
ス
ト
ア

「
キ
ッ
チ
ン
コ
ー
ト
永
福
町
店
」
１
店
舗
で
の

貨
客
混
載
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
「
特
選
館
あ
じ
か
」
ま
で
は
近
隣
の
農
家

が
野
菜
を
運
ん
で
い
る
。
登
録
し
て
い
る
農

家
は
３
０
０
軒
を
超
え
て
お
り
、
供
給
面
で

の
問
題
は
少
な
い
。
運
ば
れ
て
き
た
野
菜
の

う
ち
、「
あ
じ
か
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
品
質
の
良

い
も
の
を
見
極
め
て
東
京
へ
出
荷
し
て
い
る
。

清
水
所
長
は
、「
高
山
野
菜
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
観
点
か
ら
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
の
で
、

出
荷
品
選
び
は
慎
重
に
行
っ
て
お
り
、
良
い

商
品
を
厳
選
し
て
出
荷
し
て
い
る
」
と
言
う
。

　

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
は
、「
徐
々
に

拡
大
し
て
い
き
た
い
。
高
山
の
野
菜
は
関
西

や
中
京
圏
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど

東
京
で
は
販
売
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
足
掛

か
り
に
し
た
い
と
い
う
狙
い
が
あ
る
」
と
し

て
い
る
。
現
在
は
「
あ
じ
か
」
の
み
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
の
取
り
組
み
が
う
ま
く
い
け
ば
、

高
山
市
内
の
道
の
駅
（
市
内
の
道
の
駅
数
が

日
本
一
）
を
活
用
し
、
供
給
量
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
も
市
で
は
期
待
し
て
い
る
。

（
し
お
や　

ひ
で
お
）

［運搬行程］

店頭に並んだ野菜

2017年9月8日付 京王電鉄（株）ニュースリリースより

7：00～9：00
出荷物の集約

9：30頃
積み込み

10：30
出発

16：00頃
到着

17：00頃
積み下ろし 販売

農家 特
選
館
あ
じ
か農家

農家

濃
飛
バ
ス
高
山
営
業
所

高
山
濃
飛
Ｂ
Ｃ

キ
ッ
チ
ン
コ
ー
ト

永
福
町
店

京
王
電
鉄
バ
ス

高
速
バ
ス
セ
ン
タ
ー

バ
ス
タ
新
宿

回送 回送実車

飛騨高山線
7006便

貨客混載
区間

（
注
） 

物
流
の
省
力
化
や
環
境
負
荷
の
観
点
か
ら
、
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
か
ら
大
量
輸
送
機
関
で
あ
る
鉄
道
、
船
舶
輸

送
へ
と
転
換
す
る
こ
と
。
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特集
これからの地域交通と観光
　公共交通の維持・活性化へ向けた取り組み事例3
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福
井
市
の
東
方
に
位
置
す
る
永
平
寺
町
。

こ
の
町
が
、
な
ぜ
自
動
走
行
実
証
実
験
に
興

味
を
持
ち
、
自
動
走
行
実
証
実
験
を
誘
致
し

た
の
か
。
自
動
運
転
の
実
用
化
を
目
指
す
理

由
と
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

永
平
寺
町
は
、
町
名
の
由
来
で
も
あ
る
曹

洞
宗
大
本
山
永
平
寺
で
知
ら
れ
る
が
、
他
に

も
国
立
大
学
福
井
大
学
医
学
部
、
福
井
県
立

大
学
な
ど
も
立
地
し
て
い
る
。
産
業
構
造
と

し
て
は
、
歴
史
あ
る
繊
維
業
、
永
平
寺
や
九

頭
竜
川
に
関
わ
る
観
光
業
、
大
学
を
核
と
し

た
教
育
産
業
が
主
要
な
位
置
を
占
め
る
。

　

町
の
主
な
観
光
目
的
地
で
あ
る
曹
洞
宗

大
本
山
永
平
寺
は
、
観
光
の
多
様
化
と
、

団
体
旅
行
の
減
少
を
主
な
要
因
と
し
て
、

１
９
８
０
年
の
１
４
９
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減

少
傾
向
に
あ
り
、
２
０
１
７
年
は
53
万
人
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
通
過

型
日
帰
り
客
で
、
宿
泊
は
近
隣
市
町
の
芦あ

原わ
ら

永
平
寺
町

事
例

6
永
平
寺
参
ろ
ー
ど
に
お
け
る
自
動
運
転
へ
の
取
り
組
み

〜
地
域
を
守
り
な
が
ら
産
業
と
観
光
を
振
興

温
泉
、
山
中
温
泉
や
山
代
温
泉
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
町
内
で
の
観
光
消
費
額
の

低
さ
が
観
光
業
の
弱
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
内
に
は
、
北
陸
自
動
車
道
、
中
部
縦
貫

自
動
車
道
、
２
つ
の
国
道
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道

勝
山
永
平
寺
線
が
走
り
、
交
通
網
を
形
成
し

て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
ま
で
は
車
で
20
分
程

で
行
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

２
０
１
７
年
秋
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
自
動

走
行
実
証
事
業
の
舞
台
が
「
永
平
寺
参
（
ま

い
）
ろ
ー
ど
」
で
あ
る
。
こ
の
道
は
、
京
福
電

鉄
永
平
寺
線
の
廃
線
跡
で
あ
り
、
永
平
寺
口

駅
か
ら
永
平
寺
に
至
る
幅
員
３
メ
ー
ト
ル
、

約
６
㎞
の
遊
歩
道
（
町
道
）
と
な
っ
て
い
る
。

80
歳
を
超
え
て
も
ク
ル
マ
で
通
院
、買
物

　

永
平
寺
町
も
、
他
の
多
く
の
自
治
体
と
同

様
に
、
財
政
事
情
の
悪
化
、
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
と
い
っ
た
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　

高
齢
と
な
る
に
つ
れ
、
生
活
ニ
ー
ズ
に
占

め
る
地
域
公
共
交
通
機
関
の
重
要
性
は
増
し

下志比

永平寺口駅志比堺

永平寺

永平寺町役場
永平寺支所

光明寺

九頭竜川

↑ 加賀市へ

↓

→ ← 

北
陸
自
動
車
道
福
井
北
Ｊ
Ｃ
Ｔ
へ

 

国
道
１
５
７
号
へ

越前高田へ 

永平寺参ろーど

中部縦貫自動車道（永平寺大野道路）

えちぜん鉄道勝山永平寺線

国道416号

東古市

山

東諏訪間

諏訪間

けやき台

寺本

京善
市野々

荒谷

志比

永平寺町　高橋～志比
【延長】6,025m【幅員】約3m

364

364

364永平寺

永平寺参道

永平寺町地図

平成22年 平成27年

 

理
由
そ
の
1

永平寺町人口推移
25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

出典：国勢調査

5,039人

12,745人

2,730人

5,413人

11,867人

2,437人

374人増

878人減

293人減

■年少人口
  （15歳未満）

■生産年齢人口
  （15～64歳）

■老年人口
  （65歳以上）

典型的な中山間地域

永
平
寺
町
総
務
課　

伊
藤 

聡
一
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い
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
自
動
走
行
技
術

や
車
両
へ
の
期
待
や
早
期
実
用
化
を
望
む
肯

定
的
な
意
見
が
多
数
を
占
め
た
。具
体
的
に
、

自
動
走
行
ル
ー
ト
、
乗
車
運
賃
、
ダ
イ
ヤ
編

成
や
乗
降
客
予
測
ま
で
踏
み
込
む
提
案
も

あ
っ
た
。
今
後
、
い
た
だ
い
た
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
事
業

と
し
て
の
運
営
方
法
の
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
、
地
元
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
、
自

動
走
行
技
術
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
大

学
と
の
共
同
研
究
、
企
業
訪
問
や
検
討
会
を

行
っ
て
い
る
。
自
動
走
行
モ
ビ
リ
テ
ィ
だ
か

ら
と
言
っ
て
、
す
べ
て
が
無
人
化
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
な
い
か

ら
「
事
業
を
や
め
て
し
ま
う
、
撤
退
し
て
し

ま
う
」
を
「
自
動
走
行
車
両
で
解
決
で
き
な

い
か
、
省
力
化
で
き
な
い
か
」
ま
で
に
持
っ
て

い
く
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
行
政
と
し
て
担
っ

て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
２
０
１
７
年
12
月
か

ら
「
永
平
寺
町
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
」（
図
）
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
と
は
、

地
域
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
創
出

の
た
め
の
取
組
を
「
地
方
版
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ

ボ
」
と
し
て
、
経
済
産
業
省
が
選
定
し
、
地
域

で
の
取
組
を
通
じ
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

た
め
の
省
力
化
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

ま
ず
は
地
元
の
理
解
を
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
る
産
業
活
性
化
も

視
野
に

　

自
動
走
行
実
証
実
験
は
全
国
で
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
当
町
で
は
、
特
に
「
持
続
可

能
な
公
共
交
通
事
業
と
し
て
の
自
動
走
行
」

を
目
指
し
て
自
動
走
行
実
証
実
験
を
誘
致

し
た
。

　

自
動
運
転
を
導
入
す
る
上
で
は
、
自
動
走

行
技
術
が
ど
う
い
う
も
の
か
を
、
沿
線
住
民

の
皆
さ
ん
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
双
方
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、「
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
触
っ
て
も

ら
っ
て
、
乗
っ
て
も
ら
う
」
こ
と
を
念
頭
に
、

自
動
走
行
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
紹
介
し
た
動
画
、

自
動
走
行
お
も
ち
ゃ
工
作
キ
ッ
ト
を
作
成
し

た
。
ま
た
、
実
際
に
自
動
走
行
モ
ビ
リ
テ
ィ

を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、
沿
線
集
落
を
対

象
と
し
た
地
元
説
明
会
、
試
乗
会
、
自
動
走

行
技
術
紹
介
イ
ベ
ン
ト
、
小
学
校
社
会
科
見

学
等
を
実
施
し
た
。
試
乗
人
数
は
３
０
０
人

以
上
で
、
町
民
の
１
０
０
人
に
１
人
が
自
動

走
行
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
体
験
し
た
計
算
に
な

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ

ぞ
れ
の
地
域
で
定
住
人
口
を
維
持
し
て
い
こ

う
と
い
う
政
策
を
採
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
公
共
交
通
政
策
と
し
て

は
、
周
辺
部
の
地
域
や
集
落
を
つ
な
ぐ
地
域

公
共
交
通
機
関
を
維
持
し
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
が
、
不
自
由
な
く
通
学
、
通
勤
や

外
出
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
い
か
に
行
政
コ
ス
ト
を
抑
制
し

つ
つ
交
通
機
関
を
維
持
で
き
る
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
供
給

側
に
お
け
る
高
齢
化
の
問
題
も
あ
る
。
既
に
、

公
共
交
通
を
担
う
事
業
者
、
特
に
バ
ス
事
業

者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
不
足
と
高
齢
化
は
、
地

域
公
共
交
通
の
存
廃
を
決
め
う
る
要
因
に
ま

で
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年
２
月
５
日
か
ら
の
福
井
県
を

中
心
と
し
た
豪
雪
災
害
で
は
、
除
雪
機
械
を

運
転
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
不
足
、
高
齢
化
が
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
。
除
雪
機
械
は
あ
る
の
に
、

動
か
す
オ
ペ
レ
ー
タ
が
い
な
い
。
連
続
し
た

除
雪
作
業
に
よ
る
過
労
が
原
因
と
も
思
わ
れ

る
事
故
も
発
生
し
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
こ
れ
ま
で
の

生
活
レ
ベ
ル
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
逼
迫
す
る
財
政
事

情
に
あ
っ
て
も
事
業
を
持
続
で
き
る
コ
ス
ト

低
減
と
、
担
い
手
不
足
の
問
題
を
解
消
す
る

て
い
く
の
が
一
般
的
で
あ
る
。し
か
し
、町
内
、

特
に
参
ろ
ー
ど
沿
線
で
は
、
80
歳
を
超
え
る

高
齢
者
が
自
動
車
で
、
通
院
、
買
物
を
し
て

い
る
現
状
が
あ
る
。

　

そ
の
沿
線
に
歩
い
て
行
け
る
病
院
や
小
売

店
が
無
い
こ
と
に
加
え
、
車
社
会
に
慣
れ
親

し
ん
で
き
た
こ
と
も
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

実
は
、
福
井
県
の
世
帯
当
た
り
の
自
動
車
普

及
台
数
は
１
・
75
台
と
全
国
で
第
一
位
で
あ

る（
注
）。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

の
事
故
が
増
加
し
て
い
る
中
、
永
平
寺
町
で

も
通
院
途
中
の
運
転
中
に
交
通
事
故
で
亡
く

な
ら
れ
る
痛
ま
し
い
事
故
も
起
き
て
い
る
。

参
ろ
ー
ど
沿
線
地
域
な
ど
の
公
共
交
通
網
を

い
か
に
整
備
す
る
か
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

共
同
体
を
守
り
な
が
ら
、
定
住
人
口
も
維

持
す
る

　

全
国
の
自
治
体
で
は
、
周
辺
部
の
地
域
や

集
落
を
集
約
化
し
て
、
中
心
部
に
生
活
機
能

を
集
め
よ
う
と
す
る
政
策
や
動
き
が
あ
る
。

し
か
し
、
当
町
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や

集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
歴
史
、
文
化
や
繋
が

り
を
維
持
し
、
地
域
や
集
落
を
守
り
、
そ
れ
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出
を
図
る
も
の
だ
。

　
「
永
平
寺
町
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
」
で
は
、
自

動
走
行
技
術
が
「
で
き
る
範
囲
」
を
見
極
め
、

事
業
を
持
続
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
地

域
の
産
業
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
も

の
で
、
自
動
走
行
実
証
実
験
の
実
験
主
体
の

方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
金
融
機
関
の
方
々

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

観
光
客
を
呼
ぶ
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

　

将
来
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
永
平
寺
口
駅
と
大

本
山
永
平
寺
を
結
ん
で
い
る
路
線
バ
ス
を
、

自
動
走
行
技
術
を
使
っ
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
置

き
換
え
た
い
。
こ
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
風
景
を

楽
し
め
る
観
光
資
源
に
も
な
る
の
で
、
沿
線

の
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
よ

り
多
く
の
観
光
客
の
方
々
に
も
乗
車
し
て
も

ら
え
る
と
期
待
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
全
国
に

あ
る
観
光
列
車
並
み
の
運
賃
を
い
た
だ
く
こ

と
で
収
支
構
造
の
改
善
を
狙
い
た
い
。
つ
ま

り
、
地
域
の
需
要
だ
け
で
は
補
い
き
れ
な
い

コ
ス
ト
を
、
観
光
の
需
要
を
喚
起
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
解
決
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
モ
ビ
リ
テ
ィ
体
験
を
い
か

に
満
足
度
の
高
い
も
の
に
で
き
る
か
が
重
要

で
、
試
乗
会
な
ど
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
や
、
実
験
へ
の
参
加
企
業
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
得
つ
つ
検
討
し
た
い
。

　

自
動
走
行
技
術
を
活
用
し
て
、
地
域
公
共

交
通
機
関
の
拡
充
・
維
持
、
路
線
バ
ス
の
赤

字
負
担
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
営
経
費

の
削
減
を
狙
っ
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
誰
か
（
沿
線
地
域
住
民
も
、
観
光
客
も
、

事
業
者
も
、
行
政
も
）
が
、一
方
的
に
コ
ス
ト

負
担
を
強
い
ら
れ
る
仕
組
み
で
は
い
け
な
い
。

　

さ
ら
に
、
自
動
走
行
モ
ビ
リ
テ
ィ
自
体
を

所
有
・
運
用
す
る
の
は
行
政
か
、
事
業
者
か
、

自
治
会
か
、
そ
れ
ぞ
れ
が
シ
ェ
ア
し
て
い
く

の
か
、
根
本
的
な
議
論
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
応
分
の
負
担
を
し
な
が
ら

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
を
見
つ
け
出
し

て
「
持
続
可
能
な
公
共
交
通
事
業
と
し
て
の

自
動
走
行
」
を
実
現
し
、
安
定
し
た
地
域
社

会
を
守
っ
て
い
く
モ
デ
ル
を
創
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（
い
と
う　

そ
う
い
ち
）

伊藤  聡一 （いとう  そういち）
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2015年から総合政策課で地方創
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